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青少年指導員は、地域の子どもたちの健全育成・非行防止を目的として、パトロー

ル活動をはじめ、様々なイベントやスポーツ・文化活動の主催・協力をしています。

多摩区では6 6名が、神奈川県知事と川崎市長から委嘱を受けて活動しています。

青少年星空ウオッチング 日時 令和6年11月8白(金)午後6時4与分一午後8時20分

会場 ニケ領せせらぎ館駐車場

内容・アストロカー(移動天文車)に搭載したモニターを

使用して星についてのお話

・3台の望遠鏡を使用して月・土星・アルビレオを観察

対象多摩区在住の中学生以下の青少年および保護者
音

今回初めて本イベントを開催しました。多くの方にお申

込みいただいたため抽選を実施し、当日は47名(大人2

1名、子ども26名)の方にご参加いただきました。

天候にも恵まれきれいな星空のもと、かわきき宙と緑の

科学館の学芸貝の方にサポートいただき、星空観賞を行い

ました。天体望遠鏡を覗いて月のクレーターや土星の環、

白鳥座の二重星アルビレオがはっきりと見えた隙に、子ど

もたちが目を輝かせていた姿がとても印象的でした。

令和7年度も本イベントの開催を予定しています。是非

皆さんのご参加をお待ちしております。



令和6年度全体会議
日時 令和6年11月27日(水)

会場Ii崎市子ども夢lトク

約40年に渡り不登校の子どもたちに関わってきた西野

博之氏に、お話を伺いました。西野氏は、フリースぺ「ス

たまりばを起点として、不登校児童の支援、川崎市子ど

もの権利に関する条例制定、高津区の子ども夢パークの

開設などに携わり、現在は子どもに関わる様々な事業の

アドバイザーとして幅広く活躍されています。

2時間の講義を通して、悩む子どもたちとその親に寄

り添い勇気づける言葉などに強い感銘を受けました。

「不登校」についての見方を変えませんか?

> 「ちゃんと」嶋lつう」 「布陣iまえ」

きんぢ言葉が子ともを追い詰める

>軍機に行けない理由は

子とも自身でもわからない

>学校に行け掛l子は「困った子」

ではなく「圏っこいる子」

(講演より引用)

令和6年度 第22回 第47回

合同バトロ鵜ル 潮かミュ書初7ェ袖 多摩区民祭
日時 令和6年12月14日(土)

コ「ス 小田急線読売ランド新駅̃生田駅

日時 令和ら年9月21日(土)

会場 多摩市民館

日時 令和6年10月19日(土)

会場 生田緑地 闘
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